






大谷真中線

古槙地区

①現地調査
助ノ巻地区

栄町地区

立木地区

栗木沢地区

今後も継続的に調査・審議していきます。
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上ノ原地区の側溝、大雨が降ると
側溝より水があふれるので改良を
お願いしたい。

県道中山三郷寒河江線の
結合部の改良

いただいた情報をもとに、各委員会で
現地調査を実施。状況を確認し対応を
審議。（写真は調査地の一部です。）

大雨が降ると路肩に
流れて、部分的に
崩れかけている。

助ノ巻川に入る側溝の出口が
上がっていて、水がスムーズに
流れないので流れるようにしてほしい。

藁田屋敷豪雨災害復旧箇所

防火水槽の浚渫



②緊急対応

③ご意見・情報共有

④時間をかけて調査

各担当課へ
交通安全協会へ

ご　 意　 見

今後も継続的に調査・審議していきます。

交通安全に
関わるご意見 ➡

➡

鈴木 義昭

鈴木 光一

青木 裕子

長岡 裕二
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緊急性の高い事案については、意見書の提出を待たずに、
委員会の判断で各担当課に要望し、対応を求めました。

事例
立木地内に入る道路。
工事車両など、スピードを出
す車の通行や、中央線をはみ
出して走行する車に遭遇する
ケースが多発。民家が道路に
面する地区のため、非常に危
険です。担当課に即時対応の
要望を行いました。

立木地内に入る道路

すぐに
命にかかわる、

早急対応！
少子高齢化での
地域・町づくり、

課題山積

頂戴したご意見は
大切にしていきます。

その声を力に‼



令和 4 年度予算編成に向けた意見書
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
対
す
る
対

策
の
継
続
に
つ
い
て

　
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
に
伴
い
、
町
は
経
済
対
策
を
は
じ
め
水
道
料
の
半
額
措

置
、
学
校
給
食
費
へ
の
半
額
補
助
な
ど
様
々
な
施
策
を
講

じ
ら
れ
、
町
民
は
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
未
だ
終
息
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ

り
、今
後
も
引
き
続
き
現
状
に
即
し
た
対
策
を
図
ら
れ
た
い
。

②
通
学
路
の
安
全
確
保
を

　
現
在
、
全
国
で
登
下
校
時
の
痛
ま
し
い
事
故
が
多
発
し
、

当
町
に
お
い
て
も
安
全
の
確
保
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

い
る
。
議
会
で
は
、
各
地
区
か
ら
の
声
を
元
に
現
地
調
査

を
行
い
、
早
急
な
対
応
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
年
間
を
通
し
て
安
全
に
学
校
へ
通
え
る
よ
う
、

冬
期
間
に
お
け
る
空
き
家
か
ら
の
落
雪
等
、
様
々
な
視
座
で
の

町
内
全
域
に
お
け
る
通
学
路
の
点
検
実
施
を
図
ら
れ
た
い
。

③
道
路
や
用
排
水
路
な
ど
の
維
持
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を

　
近
年
、
各
区
等
で
管
理
し
て
い
る
町
道
や
農
道
の
草
刈

り
作
業
や
用
排
水
路
の
整
備
作
業
が
、
過
疎
化
、
高
齢
化

に
よ
り
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
区
に
よ
っ
て
は
少

な
い
人
数
で
広
範
囲
を
管
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
が
増

え
て
き
て
い
る
。

　
町
は
現
状
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
区
等
を
支
援
す
る

体
制
の
再
検
討
、
あ
る
い
は
町
管
理
へ
の
移
行
や
民
間
等

の
外
の
力
の
活
用
な
ど
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
大
雨
の
た
び
に
道
路
等
が
冠
水
し
住
宅
に
も
危

険
が
及
ぶ
箇
所
が
複
数
あ
り
、
水
路
の
不
具
合
箇
所
の
改

修
を
図
ら
れ
た
い
。

④
個
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い
て

　
当
町
で
は
、
同
じ
町
内
に
お
い
て
も
地
区
に
よ
っ
て
地

形
や
周
辺
環
境
の
差
異
が
大
き
く
、
近
年
の
高
気
密
住
宅

で
は
、
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
既
に
地
域
を
限
定
し
て
、
希
望
者
へ
の
個

別
受
信
機
は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
起
こ
り
得
る
予

想
す
ら
で
き
な
い
自
然
災
害
に
そ
な
え
、
更
な
る
拡
大
設

置
を
早
急
に
図
ら
れ
た
い
。

⑤
自
主
防
災
の
組
織
強
化
に
つ
い
て

　
町
内
全
域
に
お
い
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
区
域
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
昨
今
の
状
況
か
ら
も
自
主
防
災
の
組
織
づ

く
り
を
強
化
し
、
地
区
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
対
策
を
図
ら

れ
た
い
。

⑥
一
時
避
難
支
援
の
強
化
を

　
一
時
避
難
所
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
一
時
避
難
時
に
使
用
す
る
自
治
公
民
館

は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、

地
区
民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
町
指
定
避
難
所
へ
の
避
難

を
円
滑
に
行
う
必
要
性
が
あ
る
。
一
方
で
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
の
確
保
な
ど
、
地
区
ご
と
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
各
地
区
の
特
徴
に
応
じ
た
一
時
避
難
時
の
支
援

を
検
討
し
、
避
難
支
援
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

⑦
地
区
担
当
職
員
の
活
動
を
活
発
に

　
町
の
支
援
を
求
め
る
内
容
は
、
地
区
民
の
年
齢
層
や
地

形
に
よ
っ
て
多
様
化
し
て
い
る
。
特
に
県
内
で
自
然
災
害

が
多
発
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら

の
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
区
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

　
今
回
は
、
地
区
の
意
見
交
換
会

で
は
な
く
、
各
区
の
区
長
さ
ん
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
多
く
の
意
見
、
要
望
等
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
議
会
内
で
現
場
視
察
な
ど

を
行
い
、
各
委
員
会
で
皆
様
の
意

見
、
要
望
を
精
査
し
、
町
に
対
し

て
、
意
見
書
と
す
る
も
の
に
振
り

分
け
を
行
い
ま
し
た
。
皆
様
の
意

見
は
、
ど
れ
も
町
づ
く
り
に
必
要

な
も
の
で
、
今
す
ぐ
に
は
対
応
で

き
な
く
て
も
今
後
の
活
動
に
活

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
長　
阿
部
為
吉

９
月
29
日

町
長
へ
令
和
４
年
度

予
算
編
成
に
向
け
た

意
見
書
を
提
出

議
長
コ
メ
ン
ト
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議長 副議長



令和 4 年度予算編成に向けた意見書
い
る
。
必
要
な
情
報
の
提
供
や
、
地
区
が
抱
え
る
問
題
の

解
決
策
を
導
け
る
よ
う
、
訪
問
頻
度
を
増
や
し
、
円
滑
な

協
働
の
町
づ
く
り
を
図
ら
れ
た
い
。

⑧
高
齢
者
の
雪
対
策
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
社
会
構
造
の
複
雑
化
に
伴
い
、
町
内
の
高
齢
者
の
暮
ら

し
は
多
様
化
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
冬
期
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

雪
対
策
の
助
成
対
象
基
準
の
緩
和
お
よ
び
、
豪
雪
被
害
対

策
の
抜
本
的
見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ
り
輪
番
制
で
行
わ
れ
て

い
る
消
火
栓
等
の
除
雪
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
雪
対

策
の
負
担
が
少
な
い
消
火
栓
等
の
設
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑨
文
化
財
保
護
に
係
る
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

町
指
定
有
形
文
化
財
の
維
持
管
理
に
お
い
て
係
る
経
費

は
、
対
象
物
の
希
少
性
か
ら
、
維
持
に
関
わ
る
技
術
や
資

材
お
よ
び
人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
た
め
管
理
に
係
る
費
用
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
た

び
に
地
区
や
所
有
者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
対
象
物
の
状
態
や
状
況
に
応
じ
た
補
助
率
の
見
直
し
を

図
ら
れ
た
い
。

⑩
町
内
交
通
機
関
の
充
実
に
つ
い
て

　
高
齢
化
率
が
右
肩
上
が
り
の
当
町
に
お
い
て
、
免
許
証

を
返
納
す
る
高
齢
者
は
今
後
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
町
内
交
通
機
関
の
充
実
を
求
め
る
声
は
少
な
く

な
い
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
お
よ
び
増
便

や
、
山
形
直
行
バ
ス
に
お
け
る
乗
車
地
の
拡
大
等
、
利
用

者
の
視
点
に
た
っ
た
更
な
る
運
行
の
充
実
を
図
ら
れ
た

い
。　

⑪
請
願
採
択
後
の
町
道
整
備
に
つ
い
て　

　
町
道
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
、
請
願
採
択
後
数
年
た
っ

て
も
着
工
さ
れ
な
い
路
線
が
あ
る
。

　
極
め
て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
危
険
防
止
の
た
め
に
も

早
期
に
改
良
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。	

⑫
３
歳
未
満
児
の
入
所
要
件
緩
和
に
つ
い
て

　
３
歳
未
満
児
に
お
い
て
、
保
育
所
に
入
所
を
希
望
し
て

い
る
が
入
所
で
き
な
い
乳
児
が
存
在
す
る
。

　
３
歳
未
満
児
の
入
所
要
件
審
査
を
緩
和
し
、
希
望
す
る

全
て
の
３
歳
未
満
児
が
入
所
で
き
る
よ
う
図
ら
れ
た
い
。

⑬
保
育
料
の
減
額
に
つ
い
て

　
同
時
に
複
数
の
子
ど
も
が
保
育
園
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
3
歳
未
満
児
の
保
育
料
の
減
額
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
複
数
の
子
ど
も
が
い
て
も
1
人
し
か
入
所
し
て

い
な
い
場
合
は
減
額
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
扶
養
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
複
数
の
子
ど

も
が
い
る
場
合
に
は
、
入
所
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

に
減
額
措
置
を
講
じ
保
育
料
の
見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。

⑭
移
住
定
住
の
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
就
農
者
が
減
少
し
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
環
境
悪
化
を

招
い
て
い
る
。

　
町
外
か
ら
の
就
農
者
が
移
住
定
住
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
図
ら
れ
た
い
。

⑮
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

　
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
は
増
大
し
て
お
り
、
耕
作
不
能
地
ま
で

出
現
し
て
い
る
。

　
特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
あ
り
早
急
に
対

策
を
図
ら
れ
た
い
。

　
議
会
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
創
意
工
夫
し
て
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
回
答
を
頂
戴

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
町
民
の
皆

様
の
町
へ
の
関
心
や
、
地
域
を
思

う
心
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
書
に
お
い
て
は
、

今
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
コ
ロ

ナ
対
策
、
災
害
や
通
学
路
に
お
け

る
安
心
安
全
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
も
の
が
特
徴
的
で
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
担
当
職
員
と
の
目

を
合
わ
せ
た
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
町
づ
く
り

を
行
う
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

す
。

　

今
回
の
意
見
書
を
重
く
受
け

止
め
、
行
政
と
議
会
の
両
輪
で
の

町
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。町

長　
鈴
木
浩
幸

町
長
コ
メ
ン
ト
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町長



議 

案 

審 

議

 

細
谷
委
員　

新
聞
活
用
支
援

事
業
に
つ
い
て
、制
度
の
内
容
、

小
中
学
生
の
活
用
状
況
は
。

 

教
育
長　

地
域
の
出
来
事
を

知
る
。
ま
た
、
全
国
、
世
界
の

情
勢
を
学
ぶ
こ
と
よ
り
授
業
の

中
で
発
表
す
る
力
が
出
せ
る
よ

う
に
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

青
木
委
員　
保
育
対
策
促
進

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
体

調
不
良
児
保
育
の
実
施
な
ど
町

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
る
事
業
内
容

を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
保
育

園
の
活
動
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
な

い
の
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　

子
育
て
支

援
関
連
の
ペ
ー
ジ
や
冊
子
で
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
保

育
園
の
活
動
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載

は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

鈴
木
義
昭
委
員　

デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
割
引
料
金
よ
り

も
、
山
形
交
通
の
バ
ス
を
利
用

し
た
方
が
安
く
な
る
区
間
も
出

て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
運
賃
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

 

政
策
推
進
課
長　

デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
料
金
は
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
決
定
し

て
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
と
い
う

利
便
性
が
あ
り
、
回
数
券
も

2
0
0
0
円
で
14
回
利
用
で

き
、
1
回
約
１
４
３
円
に
な

り
ま
す
。

 

長
岡
委
員　
大
平
橋
撤
去
に

伴
い
、
地
方
交
付
税
は
、
ど
の

く
ら
い
変
動
す
る
の
か
。

 

総
務
課
長　

大
平
橋
撤
去

に
伴
い
、
交
付
金
の
減
額
は

７
万
2
0
0
0
円
で
白
鷹
町
と

折
半
し
て
実
質
３
万
6
0
0
0

円
で
す
。総　

務　
費

 

小
関
委
員　

旧
水
本
小
と
旧

佐
野
邸
跡
地
の
活
用
は
、
国
か

ら
の
半
額
補
助
を
受
け
て
成
し

得
た
も
の
だ
が
、
民
間
所
有
の

物
件
に
つ
い
て
は
、
助
成
は
な

い
の
か
。

 

総
務
課
長　

こ
の
助
成
金
は

枠
に
応
じ
た
県
の
配
分
で
成

し
得
ま
し
た
。
民
間
所
有
の

物
件
に
つ
い
て
は
今
後
、
公

益
性
の
あ
る
も
の
に
は
国
か

ら
5
分
の
2
助
成
さ
れ
ま
す
。

 

柴
田
委
員　

航
空
写
真
撮
影

オ
ル
ソ
画
像
加
工
業
務
、
取
り

込
み
業
務
６
４
７
万
円
程
度
が

一般会計決算  特別会計決算  企業会計決算
各審査の結果、賛成多数で認定

会　計　名 歳　入 歳　出 残　額
一　般　会　計 69 億 3,844 万円 63 億 4,734 万円 5 億 9,110 万円

特
別
会
計

集 落 排 水 事 業 1,970 万円 1,449 万円 521 万円
国 民 健 康 保 険 8 億 2,446 万円 7 億 9,623 万円 2,823 万円
介 護 保 険 10 億 7,077 万円 10 億 5,082 万円 1,995 万円
後 期 高 齢 者 医 療 9,832 万円 9,783 万円 49 万円

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 7 億 6,680 万円 7 億 7,549 万円 -869 万円
資本的収支 7,148 万円 1 億 1,873 万円 -4,725 万円

水道事業
収益的収支 1 億 7,581 万円 1 億 4,901 万円 2,680 万円
資本的収支 102 万円 1 億 1,050 万円 -1 億 948 万円

議第56号～議第62号

決算審査特別委員会決算審査特別委員会令和２年度

決算特別委員会
委員長 石井喜久男

特集２

質
疑
の
中
か
ら

歳 

入

　
朝
日
町
一
般
会
計
、
４
特
別
会
計
（
集
落
排
水
事
業
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
）

及
び
２
企
業
会
計
（
病
院
事
業
、
水
道
事
業
）
以
上
７
会
計
の
令
和
２
年
度
決
算
【
議
第
56
号
か
ら
62
号
】
を

決
算
特
別
委
員
会
（
石
井
喜
久
男
委
員
長
）
で
審
査
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
が
な
さ
れ
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
当
特

別
委
員
会
に
は
、
議
長
（
阿
部
為
吉
議
長
）、
議
会
選
出
監
査
委
員
（
阿
部
正
明
議
員
）
は
特
別
委
員
会
の
委

員
に
な
り
ま
せ
ん
。

歳 

出

8



議 

案 

審 

議

支
出
さ
れ
て
い
る
。
中
核
都
市

圏
と
の
共
同
事
業
と
認
識
し
て

い
る
が
、
利
用
方
法
は
。

 

税
務
町
民
課
長　

土
地
利
用

の
状
況
把
握
と
、
家
屋
等
の
新

改
築
等
の
確
認
に
利
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
で
の

活
用
や
道
路
台
帳
の
利
用
な

ど
、
多
方
面
に
利
用
可
能
と
な

り
ま
す
。

 

長
岡
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税

を
閲
覧
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
９
月
か
ら
増
や
す
そ
う
だ

が
、
そ
れ
に
よ
り
経
費
率
50
％

を
超
え
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
調
整
率
を
下
げ
る
な
ど

返
礼
品
の
値
下
げ
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

 

政
策
推
進
課
長　

経
費
は
増

え
ま
す
が
、
様
々
な
経
費
を
節

約
し
総
務
省
の
ル
ー
ル
50
％
を

超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
調
達

す
る
返
礼
品
の
値
下
げ
な
ど
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

農
林
水
産
業
費

 

鈴
木
義
昭
委
員　
町
で
は
台

湾
で
「
天
狗
の
図
形
」
を
商

標
登
録
し
て
い
る
が
、
令
和

４
年
か
ら
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村

山
も
輸
出
に
参
加
し
て
く
る

も
の
と
思
う
。
そ
の
際
、
Ｊ

Ａ
も
天
狗
マ
ー
ク
を
使
用
す

る
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
に
問
題

は
な
い
の
か
。

 

農
林
振
興
課
長　
こ
れ
か
ら
、

Ｊ
Ａ
と
協
議
し
て「
天
狗
」マ
ー

ク
の
す
み
分
け
を
し
て
い
き
ま

す
。

 

柴
田
委
員　
森
林
環
境
贈
与

税
が
５
１
７
万
円
で
、
昨
年
度

の
２
倍
強
に
な
っ
て
い
る
。
全

額
、
積
立
金
に
充
当
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
使
途
を
考
え

て
い
る
の
か
。

 

農
林
振
興
課
長　
今
後
の
使

途
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者

の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
森
林

振
興
に
寄
与
し
て
い
く
考
え
で

す
。

 
白
田
委
員　
担
い
手
農
地
集

積
支
援
事
業
の
内
容
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
農
地
の
賃

貸
借
契
約
等
に
よ
り
農
地
集
約

が
図
ら
れ
、
経
営
面
積
が
拡
大

す
る
場
合
、
借
り
手
に
対
し
10

ア
ー
ル
あ
た
り
１
万
円
～
２
万

円
の
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

商　
工　
費

 

鈴
木
光
一
委
員　

登
山
道
施

設
維
持
管
理
、
巡
視
歩
道
刈
払

修
理
整
備
の
内
容
は
。

 

総
合
産
業
課
長　

吊
り
橋
や

仮
設
橋
の
管
理
、
朝
日
鉱
泉
か

ら
平
岩
山
、
御
影
森
山
か
ら
中

沢
峰
の
ヌ
ル
マ
タ
沢
・
野
川
自

然
環
境
保
全
地
区
内
の
巡
視
に

必
要
な
登
山
道
の
整
備
で
す
。

 

和
田
委
員　

イ
ベ
ン
ト
広
告

料
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ

ベ
ン
ト
が
減
少
し
た
中
で
ど
の

よ
う
な
広
告
を
し
た
の
か
。

 

総
合
産
業
課
長　

イ
ベ
ン
ト

広
告
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

間
を
通
し
た
観
光
情
報
の
発
信

を
行
っ
て
お
り
、
旅
行
情
報
誌

な
ど
に
観
光
施
設
の
紹
介
、
ツ

ア
ー
募
集
と
し
て
の
記
事
掲

載
、ラ
ジ
オ
で
の
Ｃ
Ｍ
放
送
等
、

計
17
回
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

9
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議 

案 

審 

議

土　
木　
費

 

細
谷
委
員　
町
道
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
。
現
在
、
町
内
に

は
２
７
０
路
線
が
町
道
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
山
間
地

の
道
路
が
災
害
等
で
被
災
し
た

場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　
町
道
と
し

て
の
現
状
は
、
未
改
良
部
分
も

含
め
認
定
し
て
い
ま
す
。
生
活

道
路
や
農
地
に
通
じ
て
い
る
道

路
は
、
災
害
等
の
該
当
要
件
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
林
地
等
の

道
路
に
つ
い
て
は
、
対
応
が
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。

教　
育　
費

 

青
木
委
員　

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

で
の
端
末
導
入
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
早
ま
っ
た
。
自
宅
学
習

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
に

向
け
て
、
昨
年
度
は
各
世
帯

の
W
i
－
F
i
環
境
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
の
導
入
に
向
け
て
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 

教
育
文
化
課
長　

今
後
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
学
校
の
長

期
休
業
は
な
い
も
の
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
早
期
導
入

の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

特
別
会
計

介　
護

    

 

和
田
委
員　
介
護
給
付
費
に

係
る
国
負
担
分
に
つ
い
て
、
計

画
と
実
績
に
差
額
が
生
じ
た
場

合
の
対
応
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　

介
護
給
付

費
の
計
画
額
に
対
し
、
定
め
ら

れ
た
割
合
の
国
負
担
額
が
交
付

さ
れ
、
介
護
給
付
費
の
実
績
額

に
応
じ
、
過
不
足
が
あ
れ
ば
翌

年
度
に
国
に
返
還
、
ま
た
は
追

加
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
介
護
給

付
費
の
実
績
が
計
画
額
を
超
え

た
場
合
で
も
、
精
算
に
よ
り
国

負
担
分
は
確
実
に
交
付
さ
れ
ま

す
。企

業
会
計

集
落
排
水
事
業

 

白
田
委
員　

管
渠
修
繕
工
事

を
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
不
明

水
が
入
る
原
因
は
。

 

建
設
水
道
課
長　

不
明
水
に

つ
き
ま
し
て
は
、
管
渠
の
ひ
び

割
れ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
隙
間

か
ら
入
る
も
の
と
確
認
し
て
お

り
ま
す
。
管
渠
の
ひ
び
割
れ
に

つ
い
て
は
、
修
繕
工
事
を
実
施

し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は

ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
等
で
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

病　
　
院

 

小
関
委
員　

累
積
欠
損
金

６
億
１
７
０
０
万
円
が
総
資
産

（
固
定
資
産
）
の
７
億
１
４
０
万

円
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
の
関

連
で
国
か
ら
是
正
勧
告
の
よ
う

な
も
の
は
な
い
の
か
。

 

事
務
長　

こ
の
両
者
は
独
立

し
た
も
の
で
、
是
正
指
導
の
よ

う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

石
井
委
員
長
所
感

　
令
和
２
年
度
の
決
算
審
査
の

中
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
は
15
・
２
％
増
、
歳
出
は

12
・
６
％
増
と
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
経
済
対
策
、
自
然
災
害
な
ど

難
題
が
山
積
し
激
動
の
世
の
中

で
あ
る
。
特
に
今
回
の
決
算
審

査
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
る
影
響
が
顕
著
に
み
ら
れ
る

特
別
委
員
会
と
な
っ
た
。

　
感
想
と
し
て
は
鳥
獣
被
害
対

策
費
の
よ
う
に
、
も
う
少
し
予

算
が
あ
っ
た
方
が
良
い
の
だ
が

と
思
う
案
件
な
ど
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
意
義
あ
る
特
別
委
員
会
と

な
っ
た
。

　
最
後
に
委
員
長
を
無
事
に
務

め
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
委
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

感
謝
し
て
所
感
と
し
ま
す
。
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議 

案 

審 

議
財
政
運
営
に
つ
い
て
　

　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
や

災
害
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
平

成
以
降
最
大
の
財
政
規
模
と

な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国

庫
支
出
金
等
の
財
源
確
保
や
町

税
の
前
年
度
を
上
回
る
徴
収
率

に
よ
る
収
入
未
済
額
の
減
少
、

公
債
費
を
下
回
る
町
債
の
発
行

等
に
よ
り
財
政
は
高
い
健
全
性

を
維
持
し
て
い
る
。
な
お
、
経

常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り

３
･
0
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た

も
の
の
95
･
９
％
と
高
止
ま

り
、
弾
力
性
に
欠
け
る
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
の
持
続
的
な
振
興
発
展
の

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
と
も

に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

新
た
な
町
づ
く
り
へ
の
果
敢
な

挑
戦
を
期
待
し
た
い
。
加
え
て

観
光
交
流
施
設
や
庁
舎
改
修
等

の
大
規
模
な
財
政
出
動
も
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
引

き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
に
注

力
さ
れ
た
い
。

　
併
せ
て
事
務
事
業
の
不
断
の

見
直
し
は
も
と
よ
り
、
効
率
的

な
執
行
に
よ
る
不
用
額
の
縮

減
、
予
定
価
格
の
未
設
定
等
一

部
不
備
が
み
ら
れ
た
発
注
業
務

の
適
切
な
事
務
処
理
、
及
び
債

務
負
担
行
為
や
指
定
管
理
者
の

指
名
な
ど
指
定
管
理
者
制
度
の

適
確
な
運
用
に
つ
い
て
留
意
さ

れ
た
い
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

　
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
は

じ
め
多
く
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

事
務
事
業
の
効
率
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
一
方
、
シ
ス

テ
ム
の
運
営
に
あ
た
り
、
多
額

の
構
築
費
用
に
加
え
維
持
管
理

に
毎
年
６
５
０
０
万
円
余
に
も

及
ぶ
経
費
を
要
し
て
い
る
。

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
避
け

て
通
れ
な
い
も
の
の
、
当
町
の

よ
う
な
規
模
の
小
さ
な
自
治
体

に
お
い
て
は
、
人
的
に
も
財
政

的
に
も
負
担
が
大
き
く
、
町
単

独
で
の
推
進
は
困
難
で
あ
る
と

思
料
さ
れ
る
。

　
今
般
、
国
は
情
報
シ
ス
テ
ム

を
標
準
化
し
、
共
同
利
用
す
る

こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
ク
ラ
ウ
ド
化
や
共
同
化

に
つ
い
て
検
討
し
、
効
率
的
な

運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

　
安
全
で
美
味
し
い
水
道
水
は

当
町
の
誇
り
う
る
財
産
で
あ

る
。
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
雪

谷
水
源
か
ら
の
取
水
停
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
他
の
水
源
を

有
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
村

山
広
域
水
道
に
よ
る
調
整
も
あ

り
断
水
の
難
を
免
れ
た
。
広
域

も
含
め
水
源
の
複
線
化
の
維
持

に
万
全
を
期
し
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
純
利
益
を
前
年
度
並

み
の
１
８
０
０
万
円
を
確
保
す

る
な
ど
経
営
は
健
全
に
推
移
し

て
い
る
。
今
後
、
給
水
人
口
が

減
少
し
給
水
収
益
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
、
耐
用
年
数

を
過
ぎ
た
施
設
や
管
路
の
割
合

が
高
く
有
収
率
も
低
い
こ
と
か

ら
、
耐
震
管
へ
の
管
路
更
新
や

配
水
池
等
の
施
設
更
新
を
計
画

的
に
実
施
さ
れ
た
い
。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •
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決  算  審  査  所  見
　 　 代 表 監 査 委 員 　 阿  部  憲  明
議 会 選 出 監 査 委 員 　 阿  部  正  明

令 和 ２ 年 度

監査の様子

　
令
和
２
年
度
決
算
の
審
査
結
果
を
９
月
議
会
に
報
告
し
た
。

決
算
は
正
確
で
あ
り
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、

審
査
所
見
と
し
て
、
改
善
や
検
討
を
要
す
る
事
項
等
に
つ
い
て

提
起
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。



予 

算 

審 

議
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令和３年
９月定例会 補正予算の主な内容

議第 45 号

議第 46 号

議第 47 号

令和3年度一般会計補正予算（第４号）

令和3年度介護保険特別会計補正予算（第2号）

令和3年度病院事業会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ7,010万円を増額し、総額を60億9,630万円とするもの。
〇補正の主な内容
　①空家等解体補助　300 万円
　②山形県重粒子線がん治療患者支援事業補助　63 万円
　③宿泊施設応援事業　300 万円
　④料理飲食等応援事業（エール券）　750 万円
　⑤小中学校トイレ洋式化、水道蛇口自動化改修工事　2,400 万円
　⑥朝日中給食関連器具購入　1,240 万円
　⑦町道白倉線、長沼大沼線災害復旧工事　1,150 万円　　他

歳入歳出それぞれ 141 万 9,000 円を増額し、総額を 11億 924 万 9,000 円
とするもの。
・社会保険診療報酬支払基金交付金の昨年度分精算による増額　等

収益的収入及び支出について、それぞれ 140 万円を増額するもの。
・昨年度の入院保険請求分医療費の減額による特別損失増額

可決

可決

可決



予 

算 

審 

議
 

阿
部
正
明
議
員　

ポ
ン
プ
庫

解
体
と
な
る
６
地
区
名
と
収
納

さ
れ
て
い
た
小
型
ポ
ン
プ
車
の

そ
の
後
の
使
途
は
。

 

総
務
課
長　

解
体
対
象
区
は

町
全
体
で
15
区
あ
り
、
現
在
検

討
中
の
区
も
あ
り
ま
す
が
、
解

体
に
同
意
し
て
い
る
区
は
６
区

あ
り
、
新
宿
区
、
大
隅
区
、
松

原
区
、
大
滝
区
、
高
田
区
、
石

田
渕
区
で
、
大
暮
山
区
に
関
し

て
は
、
９
月
ま
で
検
討
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
の

払
い
下
げ
を
受
け
る
区
は
助
ノ

巻
区
、
大
谷
７
区
、
舟
渡
区
の

３
区
で
、
年
式
の
新
し
い
ポ
ン

プ
は
古
い
ポ
ン
プ
を
積
ん
で
い

る
積
載
車
に
積
み
替
え
を
行

い
、
古
い
ポ
ン
プ
は
廃
棄
い
た

し
ま
す
。

 

鈴
木
光
一
議
員　

清
水
ハ
イ

ツ
の
テ
レ
ビ
用
ア
ン
テ
ナ
の
修

繕
費
63
万
4
0
0
0
円
と
あ

る
が
、
内
容
と
入
居
者
の
負
担

は
。

 

建
設
水
道
課
長　

豊
龍
公
園

に
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
、
ア
ン
テ

ナ
の
支
柱
修
理
、
維
持
管
理
は

町
で
行
っ
て
い
ま
す
。
入
居
者

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

柴
田
議
員　

各
小
中
学
校
に

お
け
る
管
理
費
の
中
に
ト
イ
レ

改
修
費
が
積
算
さ
れ
て
い
る

が
、
洋
式
化
の
進
捗
状
況
は
。

 

教
育
文
化
課
長　

今
回
の
補

正
で
ほ
ぼ
終
了
の
見
込
み
で
す

が
、
当
初
の
改
修
で
は
、
温
水

洗
浄
便
座
な
し
の
も
の
が
多
数

あ
り
、
今
後
は
そ
の
改
修
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

白
田
議
員　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

の
捕
獲
に
対
す
る
補
助
金
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

 

農
林
振
興
課
長　

今
回
実
施

さ
れ
る
事
業
は
、
最
上
川
第
一

漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
刺
し
網
で
捕

獲
す
る
事
業
へ
の
支
援
補
助
で

す
。

 

鈴
木
義
昭
議
員　

保
育
料
無

償
化
に
向
け
た
段
階
的
負
担
軽

減
の
内
容
と
、
完
全
無
償
化
の

時
期
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　

段
階
的
と

い
う
の
は
、
町
の
所
得
階
層
区

分
が
第
1
か
ら
第
９
階
層
区
分

に
分
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
第

６
階
層
区
分
ま
で
が
無
償
化
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
員
が
完
全

に
無
償
化
の
時
期
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。

 

石
井
議
員　
橋
梁
維
持
費
に

つ
い
て
、
の
ぞ
く
ら
橋
の
測
量

設
計
、
大
平
橋
の
撤
去
と
い
う

も
の
だ
が
、
新
五
百
川
橋
の
塗

装
が
は
が
れ
見
栄
え
が
悪
く

な
っ
て
い
る
。
観
光
地
へ
の
入

り
口
で
も
あ
り
、
県
へ
の
要
望

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　

新
五
百
川

橋
は
県
道
な
の
で
塗
装
の
劣
化

が
激
し
け
れ
ば
、
県
へ
要
望
し

ま
す
。商　

工　
費

 

青
木
議
員　
第
３
弾
エ
ー
ル

券
が
３
分
の
１
ほ
ど
残
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
第
２
弾
と

比
較
し
て
の
売
れ
行
き
状
況

は
。
ま
た
そ
の
状
況
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
商
工
会
の

S
N
S
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
は
い
か
が
か
。

 

総
合
産
業
課
長　
第
２
弾
時

は
感
染
状
況
が
一
時
落
ち
着
い

て
い
ま
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
完
売

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
感

染
拡
大
時
期
の
販
売
だ
っ
た
た

め
か
、
現
在
も
一
部
店
舗
で
は

完
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
良
い

提
案
で
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

歳 

出

11

令
和
３
年
度

補
正
予
算
質
疑



朝日町職員の育児休業
等条例の一部改正

朝日町奨学金返還支援助
成の一部を改正する条例

朝日町消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の制定

朝日町過疎地域固定資産税の課税
免除条例

　地方公務員の育児休業法の
一部改正に伴い、非常勤職員
も育児休業が取れるようにす
るもの。
　但し、勤務年数によって取
得できないケースもある。

　支援対象者の要件を緩和す
るもの。県外出身者、Uター
ン者などにも適用。
　支援額=26,000円×貸与月数
　但し、Uターン者について
は、町内に居住し、就業後、
３年間の奨学金返還額（上限
60万円）

▶︎定員340名→310名
▶︎休団措置の設定
　但し、休団期間は勤務年数に入れない
▶︎退職報奨金
　全団員対象→基本団員のみ対象
▶︎報酬については
　支給額に変更なし

　事業所等が設備投資をする際、その投資物
件にかかる固定資産税を免除するもの。
　対象業種（情報サービス業等）が追加され、
設備の取得額要件も2,700万円超から、500
万円以上に緩和。

条 

例 

制 

定
・
採 

決 

一 

覧

条
例
改
正
等

令和３年度９月定例会採決・認定一覧

基 本 団 員 238名
機能別団員   72名（　　　  　）

pick
up

11

番　号 件　　　　　　名 青木 和田 細谷 石井 阿部
正明 白田 鈴木

義昭 柴田 長岡 鈴木
光一 小関 審議結果

議第 45 号 令和３年度一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 46 号 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 47 号 令和３年度病院事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 48 号 過疎地域固定資産税課税免除条例の設定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 49 号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 50 号 特別職に属する者の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 51 号 奨学金返還支援助成候補者選考審査会条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 52 号 消防団条例の全部を改正する条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 53 号 令和３年度町道大瀬今平線大平橋橋梁撤去工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 54 号 過疎地域持続的発展計画の策定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 55 号 西村山広域行政事務組合規約の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議第 56 号 令和２年度一般会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 認　定

議第 57 号 令和２年度集落排水事業特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

議第 58 号 令和２年度国民健康保険特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

議第 59 号 令和２年度介護保険特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

議第 60 号 令和２年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

議第 61 号 令和２年度病院事業会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

議第 62 号 令和２年度水道事業会計決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

発議第４号 豪雪地帯対策特別措置法改正に関する意見書提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

発議第５号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

発議第６号 米の需給調整に関する意見書提出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

※阿部為吉議員は議長のため採決には参加しません。



   
採
択
さ
れ
た
「
陳
情
」「
請
願
」

豪雪地帯対策特例措置法
の改正等に関して、国に
意見書提出を求める

米の需給調整に関して国に
意見書提出を求める

果樹用ロボット草刈機の
購入補助を求める

コロナ禍による厳しい
財政状況に対処し、
地方財政の充実を求
める意見書提出を求める

依 頼 者

請 願 者請 願 者

紹介議員紹介議員

依 頼 者
全国積雪寒冷地帯振興協議会
会長   花 角  英 世

さがえ西村山農業協同組合
代表理事組合長   安孫子  常哉

和合果樹組合長   菅 井  恒 好
大谷果樹組合長   鈴 木  　 昇

白 田　忠 一長 岡  裕 二

山形県町村議会議長会
会長   鈴 木  君 德

国に提出した意見書の主な内容
　近年、少子高齢化の進展、空家の増加
等により地域の克雪力が低迷し、加えて
気候変動による短期集中豪雪等により、
雪下ろし作業で高齢者を中心に多数の死
傷者が発生している。
　住民の安全・安心のためには新たな支
援策が必要である。国の豪雪法14条・
15条の特別措置を10年間延長し、交付
金や基金に十分な対策を求める。

意見書の内容
　コロナ禍による予期せぬ米の需要減に
対して政府備蓄米の運用改善等、あらゆ
る政策を総動員した市場隔離の実施、さ
らには倉庫の新設や
低温倉庫の改修にか
かる支援等、出来秋
に向けた出口対策を
強化・拡充するこ
と。

請願趣旨
　年６回程度、草刈りを全ての圃場で行
う作業は負担の重い作業だ。
　ロボット草刈機の導入試験では、特に
若者にスマート農業にも寄与すると好評
だった。
　担い手の生産者と、果樹生産の持続性
のために、ロボット草刈機の購入補助を
求めます。

国に提出した意見書の
主な内容
・固定資産税制度の根幹を
　揺がす見直しは絶対行わ
　ないこと。
・炭素に係る税の創設・拡
　充の際には、その一部を
　地方に税配分すること。

宛先  衆参両院議長
　　  内閣総理大臣　他関係各大臣

宛先　衆参両院議長　内閣総理大臣
　　　財務大臣　農林水産大臣

宛先  衆参両院議長
　　  内閣総理大臣
　　  他関係各大臣

陳 

情
・
請 

願 

審 

査
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請 願

陳 情

写真はイメージです



議員による町民のための施策提言の場。その実現に向けた
方策を、町長・執行部側と激しい質疑・答弁を介して政策
議論します。

一般質問とは

一 

般 

質 

問

１.和田一則
　空気神社の所有者と今後について

２.白田忠一
　地方創生の取り組みで活力ある
　町づくりを

３.細谷秀明
　土砂災害警戒区域への早急な対応を！
　小学生の通学路の安全確保について

4.鈴木光一
　持続可能なリンゴ産地へ

5.青木裕子
　人口減少の抑制にむけた、
　結婚出産の意識改革と、
　子育て環境の整備について

11

町政に問う  一般質問



一 

般 

質 

問

空
気
神
社
の
所
有
者
と
今
後
に
つ
い
て

空
気
神
社
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は

 

質
問  

空
気
神
社
奉
賛
会
会
員

に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
目
的
と
内
容
、
結
果
に
つ

い
て
。

 

町
長  

空
気
神
社
は
空
気
神
社

奉
賛
会
が
「
自
然
と
空
気
に
感

謝
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
象
徴
」

と
し
て
平
成
２
年
７
月
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。
実
質
的
に

活
動
し
て
お
り
ま
し
た
方
が
亡

く
な
ら
れ
、
町
と
し
て
空
気
神

社
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
機
で
あ
る
と

捉
え
、
空
気
神
社
奉
賛
会
関
係

者
27
人
に
ご
意
見
を
お
伺
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
１
つ

目
は
「
空
気
神
社
の
所
有
に
つ

い
て
」
で
あ
り
ま
す
。
所
有
は

朝
日
町
に
移
転
し
、
責
任
所
在

を
明
確
に
し
た
い
考
え
で
す
。

　
２
つ
目
は
「
空
気
神
社
の
維

持
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
」
で

あ
り
ま
す
が
、
朝
日
町
所
有
に

な
っ
た
場
合
、
朝
日
町
観
光
協

会
へ
業
務
を
委
託
し
た
い
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　
結
果
と
し
ま
し
て
は
、
空
気

神
社
の
所
有
を
朝
日
町
に
移
転

す
る
こ
と
に
賛
成
多
数
と
な
り
、

「
維
持
管
理
・
運
営
」
は
朝
日

町
観
光
協
会
へ
業
務
委
託
す
る

こ
と
に
、
全
員
賛
成
と
な
り
ま

し
た
。

 

質
問  
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受

け
た
空
気
神
社
所
有
者
に
つ

い
て
。

 

町
長  

町
の
提
案
内
容
に
賛
成

多
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
意

見
結
果
を
通
知
し
た
７
月
７
日

を
基
準
日
と
し
て
、
事
務
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

質
問  

７
月
７
日
を
基
準
日
と

し
て
町
所
有
の
た
め
の
事
務
手

続
き
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
常
任
委
員
会
を
は
じ

め
、
町
民
も
承
知
し
て
い
な
い
。

Ｓ
N
Ｓ
や
広
報
誌
等
で
告
知
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

町
長  

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
な
ど
を
使
い
報
告
す
べ

き
で
し
た
。
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
に
は
、
今
議
会
の
同
委
員

会
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。　
　
　

 

質
問  

今
後
の
空
気
神
社
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
。

 

町
長  

通
常
管
理
業
務
を
朝
日

町
観
光
協
会
へ
委
託
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者

の
ご
寄
付
と
案
内
シ
ス
テ
ム
の
利

用
料
金
は
、
朝
日
町
観
光
協
会

が
管
理
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
一

般
会
計
へ
の
収
入
と
し
て
計
上

し
、
必
要
な
経
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
が
負
担
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
質
問  

今
後
の
空
気
神
社
の
理

念
の
発
信
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長  

今
後
の
空
気
神
社
の
理

念
発
信
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最

も
注
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。「
所
有
と
維
持
管
理
・

運
営
は
、
町
と
観
光
協
会
が
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
明

確
化
し
、
組
織
と
し
て
安
定
的

に
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
株
式

会
社
朝
日
自
然
観
・
朝
日
町
観

光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
各
種
ツ
ア
ー
や
観
光
立
ち

寄
り
所
と
し
て
の
空
気
神
社
へ

の
受
入
態
勢
の
強
化
、
さ
ら
に

は
、
有
数
な
イ
ン
ス
タ
映
え
の

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
魅
力

創
出
の
た
め
の
演
出
も
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Q.空気神社の所有者と
　　　　　　　 今後について
町長…町が所有し
　　　　　　管理は観光協会へ

空
気
神
社
か
ら
世
界
に

向
け
て
発
信
は

空
気
神
社
の
所
有
者
は

11

和　田　一　則   議員

この度町の所有となった空気神社



一 

般 

質 

問
　

当
町
も
人
口
減
少
が
進
む

中
、
人
口
の
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
様
々
な
対

策
を
打
っ
て
は
い
る
が
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
利
か
な

い
現
状
で
す
。
こ
の
ま
ま
人

口
減
少
が
進
め
ば
、
高
齢
化

率
も
上
が
り
、
各
地
区
の
活

気
が
損
失
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
る
労
働
力
低
下

と
地
域
経
済
の
衰
退
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
地
域
を
活
性
化

す
る
た
め
の
新
た
な
地
方
創

生
の
方
策
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
の
が
、「
関
係
人
口
」

で
す
。

 

質
問　
関
係
人
口
の
受
け
入

れ
に
は
人
材
が
必
要
だ
が
、
人

材
確
保
は
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

 

町
長　
「
松
本
亭
一
農
舎
」
は

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
に
よ

り
、
来
訪
者
は
増
え
て
お
り
、

関
係
人
口
の
創
出
に
結
び
つ

い
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
５
月
か
ら
は
、「
つ
な

が
り
創
出
推
進
員
」
を
委
嘱

し
、
町
内
外
向
け
の
情
報
発

信
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
分
野
の
、
研
修
生
受

入
協
議
会
に
よ
る
受
入
体
制

を
参
考
に
、
関
係
人
口
に
つ

い
て
も
受
入
体
制
の
仕
組
づ

く
り
、
人
材
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

質
問　
関
係
人
口
の
住
居
支

援
と
し
て
宿
泊
施
設
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
空
き
家
を

利
用
し
て
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

 

町
長　
空
き
家
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
の
関

わ
り
や
交
流
が
生
ま
れ
、
そ

れ
が
関
係
人
口
創
出
に
つ
な

が
る
と
い
う
点
で
、
空
き
家

を
改
修
し
て
宿
泊
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
有

効
な
方
法
で
あ
り
ま
す
。

　
「
松
本
亭
一
農
舎
」
の
よ
う

に
、
地
域
の
中
で
受
け
入
れ

を
支
え
る
人
材
を
含
め
た
仕

組
み
づ
く
り
が
、
最
も
重
要

で
す
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

の
進
捗
に
合
わ
せ
て
宿
泊
施

設
は
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

質
問　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、
地
域
と
継
続
的

な
つ
な
が
り
を
持
て
ば
関
係

人
口
の
増
加
も
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
。 

 

町
長　
『
ふ
る
さ
と
通
信
』
を

送
付
す
る
ほ
か
、
寄
付
者
の
方

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
、
町
を
さ
ら
に
知
っ

て
も
ら
え
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
関
係

人
口
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
町

を
訪
れ
、
町
を
知
っ
て
も
ら

い
、
様
々
な
体
験
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

質
問　
関
係
人
口
を
増
や
す

た
め
に
、
長
期
滞
在
に
よ
る

地
域
の
魅
力
、
地
元
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
が
必
要
と
思

う
。「
お
て
つ
た
び
」
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
も

一
つ
の
手
段
と
考
え
る
が
。 

 

町
長　
農
作
業
の
人
手
不
足

が
解
消
で
き
る
方
法
と
し
て

有
効
で
あ
り
、
地
域
の
方
と

の
関
係
性
が
生
ま
れ
、
再
び
地

域
を
訪
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
関

係
人
口
創
出
に
期
待
さ
れ
る

方
法
の
一
つ
に
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

地
方
創
生
の
取
り
組
み
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

Q.地方創生の取り組みで
　　　　　　 活力ある町づくり
町長…つながり創出推進員を委嘱し、
　　　　   関係人口創出に努めていく

白　田　忠　一   議員

人
材
確
保

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

ふ
る
さ
と
納
税

「
お
て
つ
た
び
」

11

松本亭一農舎は関係人口の
創出に頑張っている

ふるさと納税の出番を待つ稲穂



一 

般 

質 

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域
へ
の
早
急
な
対
応
を
！

小
学
生
の
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

 

質
問　
町
内
に
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
並
び
に
、
大
規
模
災
害

が
起
こ
っ
た
場
合
、
孤
立
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
集
落
が
相
当
数

あ
る
。
地
域
の
リ
ス
ク
を
掌
握

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
行
政

主
導
に
よ
る
研
修
会
等
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
、
地
域
の
代
表

者
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

 　
　
　
現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
研
修
会
等
は
実
施

で
き
な
い
が
、
災
害
に
対
す

る
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
た

め
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
、
迅

速
な
避
難
行
動
の
構
築
等
、

さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　
　

 

質
問　
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
よ
り
「
避
難
勧
告
」
が
廃

止
さ
れ
、「
避
難
指
示
」
に
一

本
化
さ
れ
た
。
今
後
「
朝
日
町

防
災
マ
ッ
プ
」
の
改
訂
版
の
発

行
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 　
　
　

 

防
災
マ
ッ
プ
は
万
一

の
有
事
に
備
え
、
自
宅
周
辺
の

危
険
箇
所
の
確
認
、
災
害
時
の

連
絡
方
法
等
、
い
ざ
と
い
う
時

に
冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
の
備
え
と
し
て
活
用

で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
変
更
・
追
加
、
避
難
情
報

の
名
称
変
更
等
、
最
新
の
情

報
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
改
訂
版
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

 

質
問  

地
域
に
よ
っ
て
は
、
町

中
心
部
か
ら
遠
い
場
所
等
の
理

由
や
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
ま

た
は
避
難
し
た
場
合
の
人
員
掌

握
等
を
考
え
た
場
合
、
自
治
公

民
館
へ
の
避
難
を
、
一
時
避
難

所
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

 

総
務
課
長　
基
本
は
、
町
で

指
定
し
て
い
る
避
難
所
が
13

カ
所
あ
り
、
そ
こ
に
避
難
し

て
も
ら
う
こ
と
が
原
則
で
あ

り
ま
す
。
但
し
、
豪
雨
等
で

交
通
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
は
、

自
治
公
民
館
へ
避
難
し
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。

 

質
問  

県
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
、
町
内
一
円
の
小
学
校
の
通

学
路
の
一
斉
点
検
を
、
町
・
県

担
当
者
立
ち
合
い
の
下
、
実
施

さ
れ
た
が
、
課
題
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

 

町
長   

点
検
の
結
果
、
歩
道
改

修
や
交
差
点
の
安
全
対
策
が

必
要
な
箇
所
が
あ
り
、
国
・
県

道
に
つ
い
て
は
国
及
び
県
に
強

力
に
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
町
道
に
つ
い
て
は
年
次
計

画
を
立
て
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
登
下
校
の
見
守
り
に

つ
い
て
は
、
見
守
り
隊
に
協
力

を
お
願
い
し
、
安
全
確
保
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

 

質
問  

町
道
栄
町
前
田
沢
線
を

朝
の
通
勤
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
猛

ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
車
両
が

見
受
け
ら
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
で
も
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
規
制
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き

と
思
う
が
。

 
町
長  

ス
ピ
ー
ド
規
制
に
つ
い

て
は
、
県
公
安
委
員
会
へ
強
力

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

 

質
問  

町
道
大
町
西
原
線
の
道

路
改
良
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り

地
区
民
か
ら
要
望
が
出
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学

す
る
た
め
に
も
、
早
急
な
対
応

が
望
ま
れ
る
が
。

 

町
長  

私
も
こ
の
路
線
に
つ
い

て
は
十
分
理
解
し
て
お
り
、
実

施
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

確
実
に
着
実
に
対
応
し
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q.小学生の通学路の
　　　　　 安全確保について
町長…国や県に強力に
　　　　　　　　　要望していきます

小
学
生
の
通
学
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

町
内
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
現
状

一
時
避
難
所
の
活
用

「
朝
日
町
防
災
マ
ッ
プ
」
の

改
訂
版
の
発
行

町
長

町
長

11

細　谷　秀　明   議員

町道栄町前田沢線
（新宿区の児童通学路）

早急な対応が望まれる
町道大町西原線



一 

般 

質 

問

 

質
問　
さ
が
え
西
村
山
農
業

協
同
組
合
が
示
し
て
い
る
、
り

ん
ご
の
輸
出
増
加
を
図
っ
て
い

く
事
業
実
施
計
画
の
具
体
的
な

目
標
は
。

 　
　  　 

令
和
２
年
の
輸
出

量
は
約
44
ｔ
で
出
荷
額
は

１
４
０
０
万
円
で
す
。
今
回
選

果
場
が
新
た
な
施
設
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
共
用
開
始
の
令

和
４
年
か
ら
４
年
後
の
令
和
８

年
に
お
け
る
目
標
値
は
、
輸

出
量
が
現
在
の
約
５・
５
倍
で

１
９
６
t
増
の
２
４
０
t
、
出

荷
額
は
現
在
の
約
５
・
８
倍
で

８
１
６
０
万
円
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

 

質
問　
広
域
多
目
的
施
設
で

の
施
設
利
用
組
合
と
各
出
荷
組

合
と
の
連
携
や
、
出
荷
体
制
の

一
本
化
の
考
え
は
。

 

町
長  

り
ん
ご
生
産
者
の
高
齢

化
を
始
め
、
り
ん
ご
産
業
を
取

り
巻
く
情
勢
は
厳
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
選
果

場
再
編
に
よ
り
取
扱
産
地
の
大

型
化
が
図
ら
れ
、
市
場
占
有
率

も
拡
大
し
、
全
国
で
８
番
目
の

施
設
規
模
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
出
荷
作
業
の
省
力
化
が
図
ら

れ
、
所
得
向
上
が
期
待
さ
れ
る

施
設
と
な
る
の
で
、
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
各
出
荷
組
合
と
の

連
携
や
統
一
共
選
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

質
問　

 

経
営
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
、
労
働
力
不
足

等
の
理
由
で
、
り
ん
ご
栽
培
を

不
安
視
し
て
い
る
農
家
が
多
く
、

後
継
者
の
育
成
が
課
題
だ
と
思

う
が
。

 

町
長　

 

平
成
５
年
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
29
年
間
で
、
新

規
就
農
者
数
は
92
名
、
そ
の
う

ち
の
77
％
（
71
名
）
の
方
が
果

樹
に
よ
る
就
農
、
ま
た
21
名
が

I
タ
ー
ン
就
農
で
当
町
に
移
住

し
て
い
ま
す
。
平
成
５
年
か
ら

平
均
で
年
３
名
の
方
が
就
農
さ

れ
て
お
り
、「
り
ん
ご
産
地
振

興
計
画
の
令
和
20
年
ま
で
に

２
０
０
を
超
え
る
経
営
体
維
持

の
目
標
」
は
達
成
で
き
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。

 

質
問　
離
農
者
数
、
ま
た
そ

の
後
の
施
策
に
ど
う
活
か
し
て

い
る
か
。 

 

農
林
振
興
課
長　

 

平
成
５
年

か
ら
29
年
間
で
離
農
者
数
は

13
名
で
す
。
新
規
就
農
者
を

最
後
ま
で
面
倒
見
て
く
れ
る

組
織
的
な
体
制
が
必
要
と
感

じ
て
い
ま
す
。

 

質
問　
園
地
の
若
返
り
を
進

め
る
新
植
、改
植
の
進
捗
状
況
は
。

 
町
長　

平
成
20
年
度
か
ら
、

令
和
２
年
度
ま
で
の
新
植
や
改

植
は
、
約
26 

ha
、
内
ワ
イ
化
は

約
16 

ha
、
朝
日
ロ
ン
バ
ス
栽
培

へ
の
改
植
は
約
12 

ha
と
な
っ

て
い
ま
す
。
雪
害
対
策
と
し
て

の
苗
木
導
入
の
支
援
は
こ
れ
ま

で
４
回
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

苗
木
数
４
５
７
７
本
、
面
積
に

し
て
約
25 

ha
と
な
っ
て
い
ま

す
。
り
ん
ご
産
地
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
、
国
の
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
、
品
質
の
向

上
と
収
穫
量
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

 

質
問　
現
在
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
流
通
、
販
売
と
い
っ
た
出

口
戦
略
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
新

た
な
選
果
施
設
の
整
備
と
い
う

大
き
な
節
目
を
機
に
、
生
産
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
、
I
タ
ー

ン
の
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
方
も
必
要
で
は
な
い
か
。

 

町
長　
り
ん
ご
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
は
、
輸
出
販
売
に
関
す
る

指
導
・
助
言
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
生
産
技
術
を

指
導
す
る
方
や
、
I
タ
ー
ン
の

方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
方

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
リ
ン
ゴ
産
地
へ

Q.持続可能なりんご産地へ
　　　　　　統一共選に向けて
町長…出荷組合との連携協議

鈴　木　光　一   議員

農
畜
産
物
輸
出
拡
大
施
設

整
備
事
業

新
規
就
農
者
と

移
住
就
農
の
現
状
は

り
ん
ご
の
改
植
事
業

り
ん
ご
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

町
長

22

昭和 30 年代のりんご選果風景



一 

般 

質 

問

人
口
減
少
の
抑
制
に
む
け
た
、
結
婚
出
産
の
意
識
改
革
と
、

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

 

質
問   

結
婚
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
行
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
。

 

町
長   

様
々
な
結
婚
支
援
事
業

を
行
う
中
で
、
出
会
い
の
場
の

創
出
や
、
結
婚
相
談
会
を
行
い

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

独
身
の
方
と
直
接
接
す
る
仲
人

の
方
に
は
、
無
理
強
い
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

 

質
問　
近
年
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
意
識
は
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
自
分
が
十
分
に
注

意
を
払
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
に

該
当
す
る
振
る
舞
い
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
外
部
講
習
会

は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

 

政
策
推
進
課
長  

外
部
講
習
会

や
資
料
の
配
布
は
行
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
ご
提
案

の
対
策
の
実
施
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

質
問　
結
婚
支
援
事
業
で
こ
れ

ま
で
成
婚
へ
結
び
つ
い
た
の
が

１
組
と
の
こ
と
。
貴
重
な
町
の

自
主
財
源
か
ら
出
て
い
る
事
業

の
継
続
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代

の
変
化
や
ニ
ー
ズ
、
費
用
対
効

果
の
検
証
を
し
っ
か
り
実
施
し

て
ほ
し
い
で
す
。
結
婚
の
選
択

権
利
は
個
人
の
自
由
で
す
。
人

口
減
少
を
抑
制
し
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
子
育
て
世
帯
を
誘
致
す

る
事
業
を
強
化
し
た
方
が
効
果

的
で
は
。
こ
れ
ま
で
の
支
援
事

業
の
対
象
者
制
限
は
本
当
に
必

要
で
す
か
。

 

政
策
推
進
課
長　
新
婚
生
活
支

援
事
業
で
は
、
国
の
定
め
る
条

件
を
順
守
し
ま
し
た
が
、
町
単

独
支
援
を
行
い
、
条
件
を
緩
和

で
き
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

質
問　
乳
児
の
育
休
中
を
理
由

に
、
３
歳
未
満
児
の
退
園
を
迫

ら
れ
る
と
い
う
事
例
が
起
き
ま

し
た
。
歩
き
出
し
て
目
を
離
せ

な
い
子
ど
も
の
育
児
を
し
な
が

ら
、
24
時
間
世
話
を
必
要
と
す

る
新
生
児
を
抱
え
な
が
ら
の
育

児
と
な
り
ま
す
。
ワ
ン
オ
ペ
で

２
人
の
育
児
を
す
る
状
況
を
作

り
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
判
断
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
国
の
制
度
の

基
準
に
沿
っ
て
こ
の
よ
う
な
判

断
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

質
問  

国
が
定
め
る
保
育
の
必

要
性
の
認
定
に
は
、
町
長
の
裁

量
で
判
断
で
き
る
項
目
が
あ
る
。

町
長
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
国
の
定
め
る

基
準
内
の
事
例
と
判
断
し
た
た

め
、
町
長
に
は
報
告
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

 

質
問  

保
育
の
必
要
性
の
認
定

基
準
は
長
年
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
時
代
の
変
化
に
則
し
た
対

応
を
考
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

 

町
長  

現
場
を
重
視
し
て
、
地

方
で
の
ニ
ー
ズ
、
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
も
一
歩
踏
み
出
し
た

形
の
中
で
、
地
方
か
ら
変
え
て

行
く
ん
だ
と
い
う
意
気
込
み
を

も
っ
た
対
応
を
、
今
後
と
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

質
問  

利
用
申
請
・
報
告
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
、
利
用
料
金
体
制

の
見
直
し
を
行
い
、
制
度
の
充

実
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

 

町
長   

報
告
を
メ
ー
ル
形
式
に

す
る
等
手
続
き
の
簡
略
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

健
康
福
祉
課
長　
ご
提
案
の

利
用
料
金
を
上
げ
、
一
部
を

町
が
補
助
し
、
両
会
員
の
経

済
的
負
担
を
緩
和
す
る
こ
と

は
、
当
事
業
の
趣
旨
と
は
異

な
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q.保育の必要性の
　 　 　 　 　 　 認定の見直しを
町長…地方から変えていくという
　　　　　　　　　   意気込みで対応

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
意
識
の
更
新
を

子
育
て
、
従
来
の
慣
例
に

見
直
し
を

フ
ァ
ミ
サ
ポ
制
度
充
実
を

用語の解説 ※ワンオペ育児 子育てと家事（＋仕事）の全てを 1人でこなさなければならない状況のこと。

※
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青　木　裕　子   議員



臨 

時 

会

生産者の意をくんだ運営をお願いする覚書の締結を！

　広域多目的選果施設整備補助金　５億 4,953 万円の予算執行については、生産者の意をく
んだ運営をお願いする覚書を締結した後に、予算執行することを付帯決議しました。
　広域多目的選果施設が完成の暁には、他市町産のリンゴも朝日町の選果場から出荷される
こととなり、JAさがえ西村山農業協同組合は、リンゴ産地としてのこれからの戦略をどのよ
うに考え維持していくのか、不明な点が多くあります。
　朝日町のリンゴは、これまで先輩方が築き上げてきた宝であり、現在の生産者はこれを誇
りとし、このブランドを守るため多くの努力を重ねてきています。町として、これまで進め
てきた朝日町産リンゴのブランド戦略を、今後も継続し農家の所得向上を進める必要がある
と思います。これを今後も守っていくために、生産者の意をくんだ運営をお願いする覚書を
締結する必要があると思い、付帯決議したものです。
　※付帯決議とは…議決された法案・予算案に関して付される、施行についての意見や要望
などを表明する決議のこと。（法的拘束力を有しない。）

－和合の広域多目的選果施設の整備補助に対して付帯決議－

22

令和３年
７月臨時会 補正予算の主な内容

議第 42 号

議第 43 号

令和3年度一般会計補正予算（第3号）

令和3年度介護保険特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ５億5,660万円を増額し、総額を60億2,620万円とするもの。
〇歳入の主な内容
　①新型コロナウイルスワクチン接種対策国庫補助金　600 万円
　②広域多目的選果施設整備関係国庫補助金　４億 5,025 万円
　③町債　　9,920 万円　　他
〇歳出の主な内容
　①新型コロナウイルスワクチン接種関係　600 万円
　②広域多目的選果施設整備補助　５億 4,953 万円

歳入歳出それぞれ 213 万円を増額し、総額を 11億 783 万円とするもの。
・介護保険制度改正に伴うシステム改修による増額

可決

可決



　
９
月
定
例
会
を
終
え
、
反
省
会

を
リ
モ
ー
ト
で
実
施
し
ま
し
た
。

朝
日
町
議
会
で
は
、
６
月
定
例
会

の
際
に
、
各
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
で
き
る
よ
う
条
例
を
改

正
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
か

ら
導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
、
こ
の
度
全
議
員
が
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
対
応
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
操
作
に
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
久
々
に
マ

ス
ク
を
外
し
て
の
会
話
を
皆
で
楽

し
み
な
が
ら
、
有
意
義
な
学
び
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
運
営
委
員
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
本
格
的

な
導
入
を
始
め
ま
し
た
。

表
彰
議
員
紹
介

※背景はそれぞれ変えてあります。

オ
ン
ラ
イ
ン
反
省
会
を
実
施
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今回、山形県町村議会議長会より表彰状
をいただき誠にありがとうございます。
これからも町民の皆様の幸せのため、精
一杯頑張りますので、今後ともご指導、
ご協力をお願いいたします。

議長　阿部為吉

この度の表彰に際して、同僚議員をはじ
め町民の皆様のご協力の賜物と深く感謝
申し上げます。町の発展と町民の福祉、
生活向上のため、一層の努力をしてまい
りたいと思います。皆様のご指導、ご鞭
撻をこれまで以上によろしくお願い申し
上げます。

副議長　白田忠一

山形県町村議会議長会 村山地方町村議会議長会

議長・副議長表彰



tel:0237-67-3306   fax:0237-67-2117
mail:gikai@town.asahi.yamagata.jp

●  ご意見・ご感想は議会事務局まで  ●

  次の定例会は12月３日（金）～８日（水）
　パソコンやスマートフォン等で、議会
中継をご覧いただけます。
　録画でもご覧いただけます。

　議会だより取材のため腕章を着用した議会
議員が写真撮影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

山形県朝日町議会

Q　
3
人
に
は
、
朝
日
町
に
来

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
多
く

の
町
民
が
歓
迎
し
喜
ん
で
い
ま

す
。
所
期
の
目
的
は
。

3
人　
達
成
で
す
。
剣
道
の
練

習
に
は
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
指

導
の
先
生
が
来
て
く
れ
て
、
大

谷
小
学
校
体
育
館
で
の
夜
練
習

も
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
友
達
も
み
ん
な
い
い
人
ば
か

り
で
学
校
生
活
も
楽
し
い
で
す
。

登
下
校
時
、
近
所
の
人
も
、
そ

う
で
な
い
人
も
み
ん
な
が
大
き

な
声
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
が

と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。

Q　
東
海
林
さ
ん
は
全
国
大
会

に
も
出
場
さ
れ
ま
し
た
ね
。

東
海
林　
1
0
0
人
ほ
ど
が
集

ま
っ
た
大
会
で
3
回
戦
ま
で
進

み
、
ベ
ス
ト
32
に
入
れ
ま
し
た
。

Q　
日
頃
の
暮
ら
し
、
食
事
等

で
何
か
望
む
こ
と
は
。

3
人　
朝
日
町
で
は
何
を
食
べ

て
も
美
味
し
く
て
満
足
で
す
。

岡
崎　
給
食
で
時
々
出
さ
れ
る
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
も
う
少
し
こ
っ
て

り
し
て
い
る
と
お
い
し
い
。

Q　
大
井
さ
ん
、
よ
く
2
人
の

面
倒
を
み
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

と
感
服
の
声
が
あ
り
ま
す
。

大
井　
私
は
食
事
を
出
す
だ
け

の
仕
事
で
、
後
は
勉
強
も
剣
道
も

情
熱
を
持
っ
た
先
生
方
が
面
倒
を

見
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
孫
が
2
人
い
る
よ
う
な
毎
日

で
張
り
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　
朝
日
中
の
給
食
、
自
校
方
式

を
採
っ
て
く
だ
さ
り
子
ど
も
た

ち
の
喜
ぶ
姿
を
見
た
い
。

　
今
年
高
校
受
験
の
照
沼
君
と

東
海
林
さ
ん
は
志
望
高
校
も
決

め
て
、
剣
道
を
貫
く
と
闘
志

満
々
で
し
た
。

あ
さ

ひ
ま

ち
議

会
だ

よ
り
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議員が聴く

町民の
 声

町外から移住し、朝日中で頑張る剣士 3人に話をお
伺いしました。3年生の照沼宗之君と東海林妃那子
さんは本町の大井恵子さん宅から通学。もう一人の
2年生の岡崎兼斗君は下芦沢のおじいちゃんの家か
ら通学しています。

剣道一本道剣道一本道
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記記

　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

が
、
遠
く
に
か
す
か
な
灯
り

が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
朝
日
町
は
順
調
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
罹

患
者
も
比
較
的
少
な
く
、
医

療
関
係
者
や
行
政
の
担
当
者

の
方
々
の
精
励
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
議
会

に
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
を
改
正
し
、
委
員
会
で

の
ウ
ェ
ブ
会
議
を
可
能
と

し
、
9
月
22
日
に
は
議
会
運

営
常
任
委
員
会
が
ウ
ェ
ブ
会

議
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
庁
発
足
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
今
後

の
社
会
生
活
に
必
須
の
も
の

と
な
る
で
し
ょ
う
。
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

和
田
一
則

大
井
さ
ん

東
海
林
さ
ん

照
沼
君

岡
崎
君


